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研究成果の概要（和文）：代表者はこれまで，相互行為における応答の力を基礎として，子どもと養育者の双方が責任
を文化的に形成する仕組みを明らかにしてきた．本研究の目的は，この研究に立脚して子どもの教育・学習が成立する
基盤を再考することである．そこで日本を含むアジア・アフリカ諸国において，(1)リズム，(2)模倣，(3)交換に関す
る養育者－子ども（胎児～4歳）間相互行為の発達についての実証的データを収集･分析し，教育・学習の様式を基礎づ
ける文化的・生態学的な構造を明らかにした．具体的には，国内外で計30回のデータセッション，計16回の「教育・学
習の人類学セミナー」を主催した．また，調査参加者向けの報告書を毎年度作成した．

研究成果の概要（英文）：The primary investigator has clarified the system by which responsibility is 
formed culturally, based on our concept that both child and caregiver develop responsibility gradually, 
according to their ability to respond during interactions. Based on these studies, this project aims to 
reconsider the foundations of human education and learning. Thus in our research, carried out in 
countries in Asia and Africa, including Japan, we collected and analyzed empirical data related to (1) 
the development of rhythm, (2) the development of imitation, and (3) the development of exchange in 
caregiver-child (from fetus to four year-old) interactions, and clarified the cultural and ecological 
structures that shape the patterns of education and learning. For this purpose, our research team held 
data session for 30 times, and the Seminar of Anthropology of Education and Learning for 16 times during 
the research period. Additionally, we made the annual reports for the research participants.

研究分野： 文化人類学
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１．研究開始当初の背景 
近年，ヒトの教育や学習を基礎づけている

特徴に注目が集まり，多くの研究が，教育や
学習に関する古典的な問題を脳科学や神経
科学の最新の成果と結びつけて，その物理的
な基盤に迫ろうとしている．その一方で，教
育や学習のあり方の文化的・生態学的側面に
ついての十分な議論はない．人類学，とりわ
け南部アフリカのサンの研究はこうした問
題に早くから独自の貢献を行ってきた．だが
1980 年代以降は，研究潮流の変化を受け，教
育や学習に関する研究はあまり行われなく
なった．こうした状況で，代表者は 1990 年
代後半からサンの相互行為の発達について
新たな知見を示してきた．平成 19 年度に採
択された若手研究(S)では，相互行為における
応答の力(ability of response)が基礎となり，子
どもと養育者の双方が責任(responsibility)を
徐々に発達させると考えて，責任が文化的に
形成される仕組みを探求してきた． 
 
２．研究の目的 
前述のサン研究はサンをはじめとする狩

猟採集社会では明示的な教育は行われない
と主張してきた．これは具体的には，社会化
という観点に立てば，狩猟採集社会における
密着した母子関係や子ども集団での遊びは
西欧の教育システムに比肩する機能を担う，
という主張である．一方，代表者の責任形成
に関する理論的枠組みでは，教育・学習は明
示的な意図の有無にかかわらず不可分な相
互行為上の出来事である．さらに，相互行為
を通じて生態環境の中には身体的ニッチ，物
質的ニッチなどからなる「ハビタット」が形
成され，文化的な価値の教育・学習はこのハ
ビタットに支えられている．教育・学習をこ
うとらえ直せば，従来のサン研究の知見は近
年隆盛をきわめている生得的教育学の普遍
性仮説と必ずしも矛盾しない．求められるの
は，生得的教育学では十分に考察されていな
い，初期の教育・学習を基礎づける文化的・
生態学的な構造を明らかにすることである．
そこで本研究では，代表者の本務校等で長期
フィールドワークの実施体制を整えてきた
日本を含むアジア・アフリカ諸国において，
リズムの発達，模倣の発達，交換の発達とい
う 3 テーマに関するデータの収集・分析を進
める(図 2)． 

 
３．研究の方法 
本研究では，子どもの教育・学習が成立す

る基盤をとらえなおすため，リズムの発達，
模倣の発達，交換の発達についての養育者－
子ども（胎児～4 歳）間相互行為に関するデ
ータの収集・分析を行う．海外調査では，代
表者の本務校等で長期フィールドワーク実
施体制を整えてきたアジア・アフリカ諸国に
おいて，自然的観察法（上記の 3 テーマに関
わる社会・歴史的に構築されてきた実践の観
察）と実験的観察法（上記の 3 テーマに関わ
る課題を設定した場面の観察）を併用した長
期フィールドワークを行う．日本国内では，
主として実験的観察法を用いた調査および
心理学的実験を行う．分析では，自然的観察
法を用いて主に日本国内で収集してある動
画資料，および海外の研究協力者が保有する
本研究と関連するデータも活用する． 
 
４．研究成果 
上記の研究目的を受けて，平成 24～26 年

度に海外調査を行った．平成 24 年度は，ボ
ツワナのニューカデ村でグイおよびガナの
言語的社会化に関する調査を行い，得られた
データに基づいてボツワナ大学の教員や同
大学への訪問研究者らと議論を行った．さら
にその後訪問したケープタウン大学，シンガ
ポール国立大学でも同様の議論を行った．平
成 25 年度はボツワナのグイ／ガナ，ローカ
ル NGO，大学関係者と共にワークショップの
企画・運営・発表を行った．平成 26 年度は
ボツワナのニューカデ村周辺で言語的社会
化に関するフォローアップ調査を行った． 
 日本国内では，乳幼児がいる家庭 10 軒(乳
幼児は計 28 名)の定期訪問によって得られた
(1)リズムの発達，(2)模倣の発達，(3)交換の
発達に関する研究資料の解析を継続的に進
めた．具体的には，おもに動画資料に基づく
ジェスチャーや会話の文字起こしを作成・整
理し，その分析方法について検討を進めた．
また，共同研究者とデータベースを共有して
組織的な分析を行うとともに，これまでに収
集した海外の言語的社会化に関する資料に
基づいて議論を行った．さらに，通常のビデ
オカメラを用いた動画資料に加えて，乳幼児
と養育者の相互モニタリング過程を正確に
記録・分析するための，小型のアイカメラを
用いた動画資料の収集方法について検討を
進めた． 
 これらと並行して，動画資料の文字起こし
に基づいて国内外で平成 24 年度～平成 27 年
度に計 30 回のデータセッションを行った．
平成 24 年度は特にリズムの発達について集
中的に検討し，養育者-子ども間相互行為では
早い時期から共同的音楽性を通じて「間主観
的時間」の構造が導入されること，それはそ
の社会における道徳性が育まれる基礎とな
ることを明らかにした．平成 25 年度は特に
模倣の発達について集中的に検討し，子ども



は社会的状況における協調的行為への参加
を通じて模倣活動に巻き込まれていくこと
を明らかにした．平成 26 年度は特に交換の
発達について集中的に検討し，子どもは社会
的状況で適切に振る舞うことに動機づけら
れた行為に習熟する中で，相互行為上の互酬
的な規範を参照するようになっていくこと
を明らかにした．平成 27 年度はリズム，模
倣，交換の発達の関係について集中的に検討
し，さまざまな文化的集団における教育・学
習の実践と，身体的ニッチ，物質的ニッチ等
からなる「ハビタット」形成との関わりにつ
いての考察を進めた． 
  代表者らはこれらの研究成果の一部を代
表者が定期的に主催してきた国際ワークシ
ョップ（「教育・学習の人類学セミナー（平
成 24 年度～平成 27 年度にかけて計 16 回開
催）」）をはじめとする国内外のシンポジウム
や学会で議論した．また調査参加者に向けた
報告書を作成し，保護者に配布するとともに
HP に掲載した．また本プロジェクトの集大
成として，平成 26 年度には英文単著
『Narratives on San ethnicity: The cultural and 
ecological foundations of lifeworld among 
the !Xun of north-central Namibia』，平成 27 年
度には編著書『子育ての会話分析』，ASM 特
集号『Natural history of communication among 
the Central Kalahari San』などを出版した． 
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